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Special Talk
大和ハウスグループらしい
価値創造ストーリーとは
創業以来培ってきた大和ハウスグループの強みを活かしながらも、
一人ひとりの「らしさ」や「強み」が活かされ、輝きあう組織に変革していく。
価値創出の最大の基盤である組織・人財はどうあるべきか。
そしてどのように変革していくべきかを語り合った。

石﨑 順子（いしざき じゅんこ）
大和ハウス工業 常務執行役員 人事担当 人財・組織開発担当
サステナビリティ担当 ヒューマンライツ担当
日本リクルートセンター（現リクルートホールディングス）入社、
85年リクルートコスモス（現コスモスイニシア）入社、
99年コスモスライフ（現大和ライフネクスト）入社、
2005年大和ライフネクスト取締役、13年常務取締役、
16年代表取締役社長、22年より現職

村中 靖（むらなか やすし）
ヒューマン キャピタル ディビジョン共同責任者
グローバル　ヒューマンキャピタル　エグゼクティブ
外資会計系コンサルティング会社、
外資系M&A関連アドバイザリー会社等を経て現職
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“将来の夢”

生きる歓びを、未来の景色に。
生きる歓びを分かち合える世界の実現に向けて、
再生と循環の社会インフラと生活文化を創造する。

大和ハウスグループの “将来の夢”（パーパス）
出所：大和ハウス工業  第7次中期経営計画 （2022年度～2026年度）

創業者精神を継承した人財が
会社を成長させてきた

村中：

大和ハウスグループは2019年3月期には売上高4兆円

を突破し、第 7 次中計最終年度の2027年 3月期に は

売上高５．５兆円を掲げておられます。2023年3月期に

は、4,600億円超の営業利益のうち、5割以上を物流施

設やデータセンターなどの事業施設と商業施設分野が

占めるなど、ハウスメーカーの枠を越えた多彩な事業

を展開されています。ここまで大きな成長を成し遂げ

た原動力は何だったのでしょうか

石﨑：

私たちの成長の源泉は 大和ハウスグループ「らしい」

組織・人財です。具体的には、お客様のために泥臭くも

やり切り、成果を形に残すことができる人財が一丸と

なって動くことで強い組織を作っているということが特

徴です。これは、今後も残すべき”大和ハウスグループら

しさ”だと考えています。

村中：

そのような強い組織・人財はどのように形作られてき

たのでしょうか。

石﨑：

当社グループには創業者精神がDNAとして刻まれてい

ます。創業者の石橋信夫が残した言葉である「儲かる

からではなく、世の中の役に立つからやる」を原点に、

時代背景や社会の変化に合わせて多様化するニーズ

に対応し、事業を多角化してきました。この「創業者精

神」を人財育成の基本軸に据え、世の中の役に立つ事

業を推進する人財を育んでいます。

村中：

企業理念や存在意義が創業者精神に凝縮されており、

それが文化として浸透しているのですね。

石﨑：

しかし、価値観の変化が急速に進むなか、これからの時

代は今までの成功体験が通じるとは思えません。今後

新たな強みを獲得していくためには、人財・組織として

変わらなければならないところがあると考えています。
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ポートフォリオの最適化による利益成長と資本効率向上の両立 （ ）事業ポートフォリオ

事業施設、商業施設、戸建住宅（海外）に重点投資。賃貸住宅、環境エネルギーはキャッシュ
創出力を強化。今後の成長性、資本効率性の面で課題がある事業は、再構築事業と位置づけ再建・再編を急ぐ
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大和ハウスグループ事業  ポートフォリオ最適化
出所：大和ハウス工業  第7次中期経営計画 （2022年度～2026年度）

新しい時代を進むための
大和ハウスグループのパーパス
“将来の夢”を策定

村中：

大和ハウスグループは創業100周年を迎える2055年に

向けて“将来の夢”を掲げておられますね。どのように

検討されたのですか。

石﨑：

「“ 将来の夢 ”が人や企業を成長させる」という創業者の

想いに立ち返り、そのために何をなすべきかというテ

ーマを掲げ、若手からベテランまで全従 業 員参加型

の“ 将来の夢”プロジェクトを立ち上げました。約3万

2000人の社員が回答したアンケート調査、経営層と社

員とのディスカッション、大学生や株主、取引先へのヒ

アリングなどを繰り返し、これからの社会課題、私たち

の存在意義について議論を重ねました。そして導き出

された“ 将来の夢 ”をパーパスと定義し、今後、当社グ

ループが成長していくための新たな羅針盤としました。

具体的には、社員それぞれの強みの発揮や、あらゆる

人とのつながりの創出、チームでの成果創出をより求め

ていく必要があると考えています。

自分らしさを発揮できる、
職場・組織を実現

村中：

足 元では第 7次中期 経営計画を推 進しておられます

が、その実現に向けてはどのような組織・人財が求め

られているのでしょうか。

石﨑：

現在進行中の第7次中期経営計画では、各事業を取り

巻く環境を考慮しながら、利益成長と資本効率のバラ

ンスを踏まえ、戦略の方向性を定めています。とりわ

け、事業施設、商業施設、海外での戸建住宅事業は今

後規模の拡大が見込める重点投資領域と設定しまし

た。事業施設、商業施設においては大型物件への投資

によるストック事業の成長を推進します。また、海外事

業については現地法人やビジネスパートナーを束ねる

統括機構を設置することで事業の成長・拡大につなげ

ていく計画です。その実現においては、グローバル対応

力のある高度マネジメント力を備えた人財や、DX等の

専門性を備えた人財の強化が必須です。

村中：

今後は既存の延長にない新たなケイパビリティが必要

になるということですね。

石﨑：

その通りです。とはいえ、これまで積み重ねてきた国内

既存事業やそこに携わる人財が大和ハウスグループの

屋台骨であり続けることには変わりありません。国内既

存事業に携わる人財の強化は今すぐに着手すべき重要

なテーマであると言えます。同時に、これまで大和ハウ

スグループが培ってきたビジネスのやり方・考え方も、持

続的な成長モデル構築に向けて転換していかなければ

ならない時期に差し掛かっていると感じています。

村中：

創業者精神の継承といった大和ハウスグループ「らし

さ」を活かしながらも、変わっていく必要があるという

ことですね。どのような組織・人財を目指したいとお考

えでしょうか。

石﨑：

社会や価値観の多様化の中で新たな価値を生み出し

ていくためには、一人ひとりの「らしさ」や「強み」が活

かされ、輝きあう組織であることが欠かせません。多

様な「個」が自分らしさを発揮し、対話を通じて新たな

価値を発揮していく、そんな組織にしたいですね。その

ためには、経営層や管理職の役割・意識も変えていか

なければなりません。指示・命令による統制ではなく、

心理的安全を確保し、働きやすい職場づくりにシフトし

ていくことが必要です。また、「個」としては、プロフェ

ッショナル集団の一員として、自ら成長し、チームに貢

献していくことが求められます。そのためには、社員一

人ひとりが働く意味を見つめ直すこと、キャリアを自ら

切り拓いていくマインドセットが求められるでしょう。

会社としても自律的なキャリア形成支援を継続・強化

していく予定です。
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石﨑様と大和ハウス工業
人事部の皆様
佐々木様・安田様・
片山様・小倉様

大和ハウスグループの組織・人財変革の方向性     
出所：大和ハウス工業

大和ハウスグループ「らしい」
人的資本経営を目指していく

村中：

これまでお伺いしたところ、①大和ハウスグループ「ら

しさ」の継承、②既存事業を含む組織・人財の全体底

上げ、そして③新たな強みを獲得していくこと、この大

きな3つのテーマに集約されるかと思います。いずれも

重要なテーマですが、どのように進めていくことをお考

えでしょうか。

石﨑：

パーパス浸透や人事制度の見直しなど、既に取り組み

始めている施策の更なる強化も含め、段階的に施策を

展開してくことを考えています。例えば、人事制度につ

いては、社員それぞれが強みを発揮できるように、多

様なキャリアを選択・実現できる制度に変えていきた

いと考えています。また、育成やリスキルの観点では、

挑戦を促し社員の自発的な成長を実現する仕組みを

整備していきます。

このように今後施策を展開していく中で、売上・利益な

どのKPIに加え、エンゲージメントスコアが重要なKPI

であると考えています。パーパスでは「生きる歓びを分

かち合える世界の実現」を掲げており、社員の生きる

歓びの実現が欠かせないと考えているからです。

村中：

盛りだくさんですね（笑）。一方、大和ハウスグループ

の事業のフィールドが大きく拡がってきている中で、組

織・人財の変革がこれまで以上に重要になってきてい

るのですね。

石﨑：

おっしゃる通り、盛りだくさんですが、「生活文化を創

造する」と掲げるからには、社会とともに変化・成長し

ていくことは欠かせないと考えています。

村中：

そのような変革を進めていくにあたり、石﨑様ご自身

がどのような役割を担っていく必要があるとお考えで

しょうか。

石﨑：

大和ハウスグループの組織・人財が変わっていかなけ

ればならないというメッセージを、社内外に発信し、

少しでも多くの方に共感していただくことが必要でし

ょう。これだけ世の中や組織のあり方が変化するなか

で、「このままではいけないのではないか」という危機

感を持つ社員も増え始めています。そうした社員を勇

気づけ、大和ハウスグループの組織・人財を変革してい

く、うねりを作っていきたいと考えています。

村中：

組織変革を推進していく、いわゆるチェンジマネジメン

トをリードしていくということですね。具体的に取り組

まれていることはどのようなことがありますか。

石﨑：

些細なことかもしれませんが、まずは私の担当する部

署では“～部長”などの役職付けの呼び方をやめて、“さ

ん付け”で呼ぶことを始めました。正直、これまではあ

まり対話が多くない社風だと認識していたので、もっ

と自然体で対話したり自由な意見を交わしたりするた

めの工夫として取り入れています。また、新入社員の入

社式などの場でも、これまでの形式にとらわれた式次

第・進行から少し趣向を変えて、新入社員からの質問

に対し、社長をはじめ役員が答えるセッションを設け

るなど、対話をする機会を意識的に増やしています。ち

ょっとしたことかもしれませんが、なかなか組織や人

は急には変われないので、地道に変わっていく経験を

積み重ねることで組織・人財の変革に繋げていきたい

と考えています。

村中：

組織の現状に合わせて、地道な変革を積み重ねておら

れるのですね。まさに、大和ハウスグループ「らしい」

変革の道を歩もうとされていると理解しました。

石﨑：

当社にとって最良の資本は、創業者が大切にしてきた

「積極 精神」をもち、徹 底した現場主義によって「世

の中の役に立とう」とする人財です。お客さまと真摯に

向き合いながら、自ら進化していく姿勢は、当社の成

長を支える大きな力となっています。こうした創業者精

神を継承・発展させながら、大和ハウスグループ「らし

く」価値を創造していきたいと考えています。拡がって

いく事業を通じて、多様な人財が活躍し、働きがいを

向上させることで価値創造ストーリーをより強固なも

のにしていきたいですね。

村中：

創業者精神をはじめとした「らしさ」を活かしながら

も、パーパスに向けて組織・人財を変革していく、その

ことが、大和ハウスグループならではの価値創造につ

ながっていく、ということですね。最後に、このような

組織・人財の変革と価値創造ストーリーに込めた想い

などお聞かせ願えますか。

石﨑：

人間は一人ひとり違いがあって、個々に異なる“生きる

歓び”があるはずです。社員の一人ひとりが自分の人生

に向き合い、働く意味を見つめ直し、自分「らしさ」や

「強み」を発揮して自らのキャリア・成長を切り拓いて

いってほしいと考えています。大和ハウスグループとし

てのパーパス・経営戦略・目標はもちろんありますが、

社員一人ひとりに自分が主人公である人生を切り拓い

ていってほしいと思っています。その方向や道筋と、大

和ハウスグループが掲げる“将来の夢“＝パーパスが交

わった時に、新たな価値創出や、持続的な成長が達成

できるのだと考えていますし、そういう大和ハウスグル

ープにしたいですね。

村中：

ありがとうございました。




